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ば
れ
︑
１
０
０
０
ｍ
超
級
の
山
々
が
連

な
る
急
峻
な
山
脈
だ
︒
紀
伊
半
島
一
帯

に
広
が
る
紀
伊
山
地
の
中
で
も
特
に
険

し
く
︑﹁
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
﹂

と
し
て
04
年
︑
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
熊
野
古
道
の
通
り
道
で
も
あ
る
︒

こ
の
海
と
山
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
︑

尾
鷲
に
多
雨
を
も
た
ら
す
︒
海
か
ら
の

湿
っ
た
空
気
が
大
台
ケ
原
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
で
︑
尾
鷲
周
辺
は
日
本
有
数
の
多

雨
地
域
と
し
て
知
ら
れ
る
︒
こ
の
地
形

に
加
え
︑
阪
神
・
中
京
と
い
っ
た
大
工

業
地
帯
に
近
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ

り
︑
水
力
開
発
地
点
と
し
て
注
目
さ
れ

な
い
は
ず
が
な
か
っ
た
︒

両
発
電
所
が
水
を
引
く
の
は
︑
大
台

ケ
原
を
水
源
と
す
る
新
宮
川
水
系
と
銚

尾
鷲
第
二
発
電
所
が
21
年
に
︑
そ
れ
ぞ

れ
運
転
開
始
60
周
年
を
迎
え
た
︒

尾
鷲
駅
を
出
て
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
と
︑

名
古
屋
駅
か
ら
特
急
列
車
で
２
時
間

半
︒
三
重
県
尾
鷲
市
に
あ
る
Ｊ
パ
ワ
ー

尾
鷲
第
一
発
電
所
が
２
０
２
２
年
に
︑

子
川
水
系
の
二
つ
︒
日
本
が
独
立
を
回

復
し
て
か
ら
間
も
な
い
１
９
５
３
年
︑

両
水
系
の
開
発
が
始
ま
っ
た
︒

工
事
は
道
路
建
設
か
ら
開
始 

マ
ニ
ア
に
人
気
の
ア
ー
チ
ダ
ム

大
台
ケ
原
は
台
風
な
ど
激
し
い
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
浸
食
が
激
し
く
︑
川
の
上

流
は
平
地
を
流
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
い
︒
こ
の
た
め
︑
開
発
は
資
材
を
運

ぶ
道
路
建
設
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
︒
尾

鷲
駅
と
工
事
現
場
を
結
ん
だ
北
山
道
路

は
59
年
に
開
通
し
︑
ア
ク
セ
ス
困
難
だ

っ
た
北
山
川
上
流
地
域
が
太
平
洋
側
に

直
結
︒
尾
鷲
の
漁
業
を
奈
良
県
や
京
阪

神
市
場
と
結
び
付
け
︑
総
合
的
な
地
域

開
発
に
も
寄
与
し
た
︒
急
カ
ー
ブ
が
連

続
す
る
一
車
線
の
山
道
な
が
ら
︑
国
道

に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
も
納
得
だ
︒

尾
鷲
市
街
地
か
ら
北
山
道
路
で
１
時

間
︒
尾
鷲
第
一
発
電
所
の
主
要
ダ
ム
で

あ
る
坂
本
ダ
ム
に
到
着
︒
全
貯
水
容
量

は
８
万
７
０
０
０
万
㎡
︒
頂
長
２
５
６ 

・
３
ｍ
︑
高
さ
１
０
３
ｍ
の
ア
ー
チ
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
だ
︒
恵
ま
れ
た
地

質
・
地
形
か
ら
︑
ア
ー
チ
式
を
採
用
し

て
お
り
︑
そ
の
形
状
か
ら
一
部
の
ダ
ム

Ｊ
パ
ワ
ー
尾
鷲
第
一
発
電
所
と
尾
鷲
第
二
発
電
所
が
２
０
２
１
～
２２
年
に
運
転
開
始
か
ら
60
年
を
迎
え
た
。

漁
業
が
盛
ん
な
尾
鷲
湾
な
ど
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く
、
発
電
水
の
水
質
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

尾
鷲
第一・
第
二
発
電
所
60
周
年

徹
底
し
た
環
境
対
策
で
地
域
共
生

Ｊ
パ
ワ
ー

有効落差225.3mの尾鷲第一発電所

尾
鷲
港
が
見
え
て
く
る
︒
黒
潮

︵
日
本
海
流
︶
に
面
す
る
尾
鷲

湾
は
漁
業
が
盛
ん
で
︑
魚
の
養

殖
場
も
目
に
入
る
︒
市
街
地
に

は
寿
司
店
や
魚
介
類
の
土
産
店

が
立
ち
並
び
︑
新
鮮
な
海
の
幸

を
振
る
舞
っ
て
い
る
︒

こ
う
書
く
と
︑
尾
鷲
＝
港
町

と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
︑
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
︒
険
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
︑
ヒ
ノ
キ
を
主
体
と

し
た
林
業
地
で
も
あ
る
の
だ
︒

尾
鷲
湾
の
背
後
は
大
台
ヶ
原
が

囲
む
︒﹁
近
畿
の
屋
根
﹂
と
呼
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が
れ
る
︒

尾
鷲
湾
の
養
殖
場
の
魚
は
︑
塩
分
濃

度
の
影
響
を
受
け
や
す
い
︒
ま
た
濁
水

を
流
し
て
し
ま
え
ば
︑
生
態
系
に
影
響

を
与
え
か
ね
な
い
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
両

発
電
所
で
は
発
電
水
の
水
質
管
理
を
徹

底
す
る
︒

そ
の
カ
ギ
と
な
る
の
が
︑
濁
水
が
与

え
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く
05

年
に
導
入
し
た
第
一
発
電
所
の
表
面
取

水
設
備
だ
︒
貯
水
池
の
水
は
︑
表
面
ほ

ど
濁
度
が
低
い
︒
そ
こ
で
水
位
に
追
従

す
る
取
水
設
備
︵
ロ
ー
ラ
ー
ゲ
ー
ト
︶

に
よ
り
︑
濁
り
の
少
な
い
部
分
か
ら
取

水
で
き
る
よ
う
に
し
た
︒
こ
の
表
面
取

水
設
備
は
坂
本
貯
水
池
に
設
置
さ
れ
︑

濁
度
の
低
い
水
を
第
一
発
電
所
に
送
り

込
む
︒

発
電
放
流
水
が
直
接
︑
尾
鷲
湾
に
流

れ
る
第
二
発
電
所
で
は
︑
放
水
口
で
５

段
階
の
濁
度
指
標
を
計
測
︒
尾
鷲
湾
に

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
に

は
︑
漁
業
組
合
や
養
殖
組
合
と
協
議
し

た
う
え
で
運
転
を
制
約
す
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
︒

高
度
成
長
を
支
え
た
両
発
電
所
は
︑

地
域
と
共
に
歩
み
続
け
る
︒

マ
ニ
ア
か
ら
は
〝
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
日

本
刀
〟
と
評
さ
れ
る
︒

坂
本
ダ
ム
か
ら
第
一
発
電
所
ま
で
は

約
７
㎞
の
圧
力
ト
ン
ネ
ル
で
水
を
導
き
︑

途
中
に
あ
る
六
つ
の
渓
流
取
水
ダ
ム
か

ら
も
合
流
︒
２
２
５
・
３
ｍ
の
有
効
落

差
を
使
い
︑
最
大
出
力
４
万
kW
の
発
電

を
行
っ
て
い
る
︒
発
電
所
内
に
足
を
踏

み
入
れ
る
と
︑
タ
ー
ビ
ン
の
﹁
ゴ
ー
﹂

と
い
う
轟ご

う
ご
う轟

し
い
音
が
響
き
わ
た
っ
て

い
た
︒
運
転
開
始
か
ら
60
年
間
︑
丁
寧

な
保
守
作
業
を
行
い
な
が
ら
発
電
を
続

け
て
き
た
︒

徹
底
的
な
水
質
管
理 

漁
協
と
常
に
連
携

第
一
発
電
所
で
使
用
し
た
水
は
ク
チ

ス
ボ
調
整
池
に
貯
め
ら
れ
︑
第
二
発
電

所
で
再
度
利
用
さ
れ
る
︒
第
二
発
電
所

は
尾
鷲
湾
か
ら
約
３
㎞
と
い
う
近
さ
︒

ク
チ
ス
ボ
貯
水
池
の
先
に
あ
る
頂
長
98

ｍ
︑
高
さ
35
ｍ
の
ク
チ
ス
ボ
ダ
ム
か
ら

約
２
・
４
㎞
の
圧
力
ト
ン
ネ
ル
で
水
を

導
き
︑
１
２
０
・
92
ｍ
の
有
効
落
差
で

最
大
出
力
２
万
５
０
０
０
kW
の
発
電
規

模
だ
︒
そ
の
後
︑
発
電
に
使
用
し
た
水

は
近
く
の
中
川
を
通
じ
て
尾
鷲
湾
に
注

―保守・管理で注意している点
はありますか。
髙島　尾鷲地域は全国有数の多雨
地域で、出水よるダム放流対応を
頻繁に行わなければなりません。
最近ではゲリラ豪雨の多発によ
り、降雨予測がいっそう難しくな
っており、１時間も経たないうち
にダム水位が一気に上昇すること
もあります。
　尾鷲事務所は、保守を担うグル
ープ会社を含めて15人ほどの少
数精鋭ですが、常にダムの状況を
監視しながら、機敏な対応が取れ
るように所員一丸となって取り組

んでいます。
―地域共生の取り組みについ
て教えてください。
髙島　毎年、地元の小学生を招待
し、尾鷲第一発電所の見学会とア
マゴの放流体験を実施していま
す。川の水質を少しでも改善する
ため、尾鷲市有の伐採跡地への植
樹や、銚子川の河川清掃も所員全
員で積極的に行っています。
　またクチスボダムの下流に、人
気のキャンプ場があります。特に
夏場には県内外から多くのお客さ
んが川遊びに訪れ、それに合わせ
て関係自治体と合同パトロールを

行っています。その中でダム放流
による注意喚起を伝える団

うちわ

扇を配
布するなど、事故を未然に防ぐ活
動を行っています。
―両発電所の運転開始70年、
80年を見据えての抱負は。
髙島　これからも安定した発電事
業を行うため、ドローンやAI（人
工知能）などを活用した最新デジ
タル技術を用い、効率的で高精度
の保守メンテナンス作業を行って
います。漁業関係者をはじめとし
た地域の皆さんの理解を得なが
ら、電力の安定供給に寄与してい
きます。

少数精鋭でゲリラ豪雨に対応
地域と共に安定供給支える

Jパワー西日本支店
北山川電力所 尾鷲事務所長

髙島徳親

Interview


